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【FdData 中間期末：中学数学 2 年：文字式の利用】 

 

[文字式による説明：奇数と偶数／2 けた(3 けた)の整数／連続する整数／連続する奇数(偶数)

カレンダーなど／商と余り／等式の変形／文字式の図形への利用／ 

FdData 中間期末製品版のご案内] 

 

[FdData 中間期末ホームページ] 掲載の pdf ファイル(サンプル)一覧 

※次のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

数学：[数学 1 年]，[数学 2 年]，[数学 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 

理科：[理科 1 年]，[理科 2 年]，[理科 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 

社会：[社会地理]，[社会歴史]，[社会公民]  ([Shift]＋左クリック) 

※全内容を掲載しておりますが，印刷はできないように設定しております 

  

 

 

【】文字式による説明 

【】奇数と偶数など 

[文字を使って表す] 

[問題](1 学期期末)(*) 

整数 nを使って，奇数を表す式を書け。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

奇数は， 142189,132167  のように 2×(整数)＋1と表すことができる。 

 

[解答] 12 n ( 12 n などでも可) 

[解説] 

例えば，偶数については 428,326  のように 2×(整数)と表す

ことができる。 

奇数については， 142189,132167  のように 2×

(整数)＋1と表すことができる。一般に，整数 nを使って，偶数は n2 ，

奇数は 12 n と表すことができる。 

 

 

http://www.fdtext.com/dat/index.html
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#shakai
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rekisi
http://www.fdtext.com/dat/index.html#koumin
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[問題](1 学期期末)(**) 

 nを整数とするとき，必ず奇数になるものを，次のア～オからすべて選べ。 

ア 14 n   イ n8   ウ 22 n   エ 34 n  オ  16 n  

[解答欄] 

 

[ヒント] 

偶数は 2×(整式)，奇数は 2×(整式)＋1 という形に変形できる。 

[解答]ア，エ，オ 

[解説] 

偶数：2×(整式)，奇数：2×(整式)＋1 

ア： 14 n ＝ 122  n なので奇数 

イ： n8 ＝ n42 なので偶数 

ウ： 22 n ＝  12  n なので偶数 

エ： 34 n ＝   1122124  nn なので奇数 

オ： 16 n ＝   1132126  nn なので奇数 

 

 

[文字式を使った説明] 

[問題](1 学期中間)(**) 

 偶数と奇数の和は，奇数である。このわけを次のように説明した。(   )の中に適当な

式やことばを入れよ。 

(説明) 

 2 つの整数を nm, とすると，偶数はm を使って( ① )，奇数は nを使って( ② )と表

される。和は，(①)＋(②)＝( ③ )＝2( ④ )＋1 

(④)は( ⑤ )だから和は奇数となる。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ ⑤ 

[解答]① m2  ② 12 n  ③ 122  nm  ④ nm   ⑤ 整数 

[解説] 

・nを整数とするとき偶数は n2 ，奇数は 12 n と表すことができる。奇数と偶数は別の文字

( nm, など)を使わなければならない。 

・ある式が奇数になることを証明するためには， 2×(整式)＋1の形に変形すればよい。 
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[問題](1 学期中間)(**) 

 奇数と偶数の和は奇数になることを証明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

偶数を n2 ，奇数を 12 m とおく。ただし， nm, は整数とする。 

奇数と偶数の和が 2×(整式)＋1 の形に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

偶数を n2 ，奇数を 12 m とおく。ただし， nm, は整数とする。 

(奇数と偶数の和)＝   12122212  nmnmnm  

nm は整数なので，   12  nm は奇数になる。 

したがって，奇数と偶数の和は奇数となる。 

 

[問題](1 学期期末)(**) 

 2 つの奇数の和が偶数になるわけを，文字を使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

2 つの奇数を， 12,12  nm とおく。ただし， nm, は整数とする。 

この 2 つの奇数の和が 2×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

2 つの奇数を， 12,12  nm とおく。ただし， nm, は整数とする。 

(2 つの奇数の和)＝      122221212  mnnmnm  

1mn は整数なので，  12  nm は偶数になる。 

よって，2 つの奇数の和は偶数になる。 



 4 

[問題](1 学期期末)(**) 

 2 つの奇数の差は偶数であることを，文字を使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

2 つの奇数を， 12,12  nm とおく。ただし， nm, は整数とする。 

この 2 つの奇数の差が 2×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

2 つの奇数を， 12,12  mn とおく。ただし， nm, は整数とする。 

(2 つの奇数の差)＝      mnmnmn  2221212  

mn  は整数は整数なので，  mn2 は偶数になる。 

よって，2 つの奇数の差は偶数になる。 

 

 

[問題](前期期末)(***) 

2 つの整数 ba, で， aは偶数，bは 3 の倍数とする。このとき， ba 2 は偶数になること

を説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

aは偶数なので整数m を使って ma 2 ，bは 3 の倍数なので整数 nを使って nb 3 と表すこ

とができる。 ba 2 が 2×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 
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[解答] 

aは偶数なので整数m を使って ma 2 ，bは 3 の倍数なので整数 nを使って nb 3 と表すこ

とができる。 

ba 2 ＝ nm 322  ＝ nm 62  ＝  nm 32   

nm 3 は整数なので，  nm 32  は偶数になる。 

よって， ba 2 は偶数になる。 

 

 

[～の倍数] 

[問題](1 学期中間)(**) 

 偶数と偶数の積は 4 の倍数である。整数 nm, を使って，そのわけを説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

2 つの偶数を， nm 2,2 とおく。ただし， nm, は整数とする。 

この 2 つの偶数の積が 4×(整式)に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

2 つの偶数を， nm 2,2 とおく。ただし， nm, は整数とする。 

その積は， mnnm 422    

mn は整数になるので， mn4 は 4 の倍数である。 

よって，偶数と偶数の積は 4 の倍数である。 
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[問題](前期期末)(**) 

2 の倍数と 3 の倍数の積は 6 の倍数になることを次のように説明した。①～③に入る数や

式を答えよ。 

m を整数として 2 の倍数は( ① )， nを整数として 3 の倍数は( ② )と表される。 

(①)×(②)＝6×( ③ ) 

nm, は整数なので，(③)も整数となる。 

したがって，6×(③)は 6 の倍数になる。 

よって，2 の倍数と 3 の倍数の積は 6 の倍数になる。 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① m2  ② n3  ③ mn  
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【】2 けた(3 けた)の整数 

[文字を使って表す] 

[問題](1 学期中間)(*) 

2 けたの自然数を，十の位の数字を a，一の位の数字をbとして， ba, を使って表せ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

例えば，十の位の数字が 5，一の位の数字が 6 である 2 けたの整数 56 は， 

56＝50＋6＝10×5＋6 と表すことができる。 

 

[解答] ba10  

[解説] 

例えば，十の位の数字が 5，一の位の数字が 6 である 2 けたの

整数 56 は，56＝50＋6＝10×5＋6 と表すことができる。 

十の位が a，一の位がbの 2 けたの整数は， baba  1010

と表すことができる。 

 

 

[問題](1 学期中間)(*) 

3 けたの自然数を，百の位の数字を a，十の位の数字をb，一の位の数字を cとして， cba ,,

を使って表せ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

例えば，百の位が 2，十の位の数字が 5，一の位の数字が 6 である 3 けたの整数 256 は， 

256＝200＋50＋6＝100×2＋10×5＋6 と表すことができる。 

 

[解答] cba 10100  

[解説] 

例えば，百の位が 2，十の位の数字が 5，一の位の数字が 6 である 3 けたの整数 256 は， 

256＝200＋50＋6＝100×2＋10×5＋6 と表すことができる。 

百の位の数字が a，十の位の数字がb，一の位の数字が cの 3 けたの整数は， 

cbacba  1010010100 と表すことができる。 
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[問題](1 学期期末)(*) 

十の位の数が x，一の位の数が yである 2 けたの正の整数について，次の各問いに答えよ。 

(1) この正の整数を， yx, を使った式で表せ。 

(2) この正の整数の十の位の数と一の位の数を入れかえてできる 2 けたの正の数を， yx, を

使った式で表せ。ただし，もとの数の一の位は 0 ではないものとする。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) yx10  (2) xy10  

[解説] 

十の位の数が x，一の位の数が yである 2 けたの正の整数は， yxyx  1010  

この正の整数の十の位の数と一の位の数を入れかえた数は，十の位の数が y，一の位の数が x

なので， xyxy  1010 になる。 

 

 

[文字式を使った説明] 

[問題](1 学期中間)(**) 

 2 けたの正の整数がある。この整数の十の位の数と一の位の数を入れかえた 2 けたの整数

をつくる。このとき，もとの整数と入れかえた整数の和は，11 の倍数であることを次のよう

に説明した。(  )の中に適当な式やことばを入れよ。 

(説明) 

 もとの数の十の位を a ，一の位をbとすると，もとの整数は( ① )，入れかえた整数は

( ② )で表される。和は，(①)＋(②)＝( ③ )＝11( ④ )となる。(④)は( ⑤ )だから，

和は 11 の倍数である。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ ⑤ 

[ヒント] 

ある式が11の倍数になることを証明するためには，11×(整式)の形に式を変形すればよい。 

 

[解答]① ba10  ② ab10  ③ ba 1111   ④ ba   ⑤ 整数 

[解説] 

11の倍数は， 311,211,111  ･･･のように，11×(整数)の形で表すことが

できる。ある式が11の倍数になることを証明するためには，11×(整式)の形

に式を変形すればよい。例)  211221111  mnmn  
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[問題](1 学期中間)(***) 

一の位が 0 でない 2 けたの正の整数がある。この整数の十の位の数と一の位の数を入れか

えた整数と，もとの整数の和は，11 の倍数になる。このことを，文字を使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

もとの整数の十の位の数字を a，一の位の数字をbとおくと，もとの数は ba10 と表すこと

ができる。十の位と一の位の数字を入れかえた数は， ab10 と表すことができる。 

ba10 と ab10 の和が，11×(整式)と変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

もとの整数の十の位の数字を a，一の位の数字をbとおくと，もとの数は ba10 と表すこと

ができる。十の位と一の位の数字を入れかえた数は， ab10 と表すことができる。 

このとき，これらの2数の和は，      babaabba  1111111010 となる。 

ba は整数なので，  ba 11 は11の倍数となる。 

したがって，2けたの整数と，その整数の十の位と一の位を入れかえた数との和は，11の倍

数となる。 

 

 

[問題](前期中間)(***) 

2 けたの自然数から，その数の十の位の数と一の位の数を引くと，9 の倍数になる。この

ことを，文字を使って説明せよ。 

[解答欄] 
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[ヒント] 

十の位の数字を a，一の位の数字をbとおくと，この数は ba10 と表すことができる。 

 

[解答] 

この 2 けたの整数の十の位の数字を a，一の位の数字をbとおくと， 

この数は ba10 と表すことができる。 

2 けたの自然数 ba10 から，その数の十の位の数 aと一の位の数bを引くと， 

ababa 910   となる。 aは整数なので， a9 は 9 の倍数になる。 

したがって，2 けたの自然数から，その数の十の位の数と一の位の数を引くと，9 の倍数に

なる。 

 

 

[問題](前期期末)(***) 

A を一の位の数が 0 でない 2 けたの自然数とし，A の十の位の数を x ，一の位の数を yと

する。また，B を A の十の位の数と一の位の教を入れかえた 2 けたの自然数とする。このと

き，5A＋4B は 9 の倍数になること説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

A＝ yx 10 ，B＝ xy 10 と表すことができる。 

5A＋4B に A＝ yx 10 ，B＝ xy 10 を代入して式を整理し，9×(整式)の形に変形すればよ

い。 

 

[解答] 

A＝ yx 10 ，B＝ xy 10 と表すことができるので， 

5A＋4B＝    xyyx  104105 ＝ xyyx 440550  ＝ yx 4554  ＝  yx 569   

yx, は整数なので yx 56  も整数になる。 

よって，5A＋4B＝  yx 569  は 9 の倍数になる。 
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[問題](前期期末)(**) 

2 けたの自然数に，その自然数の一の位の数の 9 倍をたすと，10 の倍数になる。このわけ

を次のように説明した。①～④にあてはまるものを入れよ。 

(説明) 

2 けたの自然数の十の位の数を x ，一の位の数を yとすると， 

2 けたの自然数は( ① )と表され， 

一の数の 9 倍は( ② )と表される。 

したがって，.それらの和は，(①)＋(②)＝( ③ )＝10( ④ )となる。 

(④)は整数だから，10(④)は 10 の倍数である 

したがって，2 けたの自然数に，その自然数の一の位の数の 9 倍をたすと，10 の倍数になる。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[解答]① yx 10  ② y9  ③ yx 1010   ④ yx  

 

 

[問題](1 学期中間)(***) 

 一の位の数が 0 でない 3 けたの正の整数がある。この整数の百の位の数と一の位の数を入

れかえた 3 けたの整数をつくる。「もとの 3 けたの整数から，入れかえた 3 けたの整数を引

いた数は，99 で割り切れる。」このことを説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

もとの 3 けたの整数の百の位の数を a，十の位の数をb，一の位の数を cとすると， 

(もとの整数)＝ cba 10100  

(入れかえた整数)＝ abc 10100  

(もとの整数)－(入れかえた整数)の式を整理し，99×(整式)の形に変形すればよい。 
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[解答] 

もとの 3 けたの整数の百の位の数を a，十の位の数をb，一の位の数を cとすると， 

(もとの整数)＝ cba 10100  

(入れかえた整数)＝ abc 10100  

(もとの整数)－(入れかえた整数)＝     caabccba 99991010010100   

＝  ca 99  

ca  は整数なので  ca 99 は99の倍数となる。 

したがって，もとの 3 けたの整数から，入れかえた 3 けたの整数を引いた数は，99 で割り切

れる。 

 

 

[問題](前期中間)(***) 

百の位の数が a，十の位の数が 0，一の位の数がbである 3 けたの整数 A と，この百の位

の数と一の位の数を入れかえた整数 B がある。このとき A＋B が，ある整数の倍数になるこ

とを次のように説明した。空欄にあてはまる数や式を答えよ。 

(説明) 

整数 A は， ba100  

整数 B は，( ① )と表される。 

A＋B＝( ba100 )＋(①)＝ ba 101101  ＝( ② ) 

( ③ )は整数なので，(②)は( ④ )の倍数である。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[解答]① ab100  ②  ba 101  ③ ba  ④ 101 

[解説] 

整数 A は百の位の数が a，十の位の数が 0，一の位の数がbなので， 

A＝ baba  100010100 となる。 

整数 B は百の位の数がb，十の位の数が 0，一の位の数が aなので， 

B＝ abab  100010100 となる。 

よって，A＋B＝     baabbaabba 101101100100100100  ＝  ba 101 となる。 

ba は整数なので，A＋B＝  ba 101 は 101 の倍数になる。 
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[問題](1 学期期末)(***) 

 3 けたの自然数がある。462 や 143 のように，百の位の数と一の位の数の和が十の位の数

と等しいとき，次の各問いに答えよ。 

(1) 百の位の数を x，一の位の数を yとして，この 3 けたの自然数を，文字を使って表せ。 

(2) A さんは，この 3 けたの自然数が 11 の倍数であることを説明するために，(1)の式を，

11×(   )の形に変形した。(   )にあてはまる式を答えよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1)   yyxx 10100 ( yx 11110  でも可) (2) yx10  

[解説] 

(1) 百の位の数を x，一の位の数を yとすると，十の位の数は yx になるので， 

この 3 けた自然数は，     yyxxyyxx  1010010100 となる。 

(2)   yxyyxxyyxx 11110101010010100  ＝  yx 1011  

yx10 は整数なので，  yx 1011 は 11 の倍数になる。 

 

 

[問題](1 学期中間)(***) 

次のように，2 けたの自然数に，その数の十の位の数から一の位の数をひいた差をたすと，

11 の倍数になる。このわけを，文字を使って説明せよ。 

83＋(8－3)＝88 

23＋(2－3)＝22 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

2 けたの自然数の十の位の数を a，一の位の数をbとすると， 

この自然数は， ba10 ，その数の十の位の数から一の位の数をひいた差は ba と表される。 

 

[解答] 

2 けたの自然数の十の位の数を a，一の位の数をbとすると， 

この自然数は， ba10 ，その数の十の位の数から一の位の数をひいた差は ba と表される。 

よって，その和は，    baba 10 ＝ baba 10 ＝ a11  
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aは整数なので， a11 は 11 の倍数になる。 

したがって，2 けたの自然数に，その数の十の位の数から一の位の数をひいた差をたすと，

11 の倍数になる。 

 

 

[問題](1 学期中間)(***) 

3 けたの正の整数から，その数の各位の数の和をひくと，9 の倍数になることを次のよう

に説明した。文中の①～④にあてはまる数や式を入れよ。 

(説明) 

3 けたの正の整数の百の位の数を a，十の位の数をb，一の位の数を cとすると， 

この整数は( ① )と表される。また，この整数の各位の数の和は( ② )と表される。 

この 3 けたの正の整数から，その数の各位の数の和をひくと， 

(①)－(②)＝( ③ )＝9×( ④ )となる。 

(④)は整数なので，9×(④)は 9 の倍数になる。 

したがって，3 けたの正の整数から，その数の各位の数の和をひくと，9 の倍数になる。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[解答]① cba 10100  ② cba   ③ ba 999   ④ ba11  

 

 

[問題](1 学期中間)(***) 

1 けたの自然数 cba ,, を書いたカードが 3 枚ある。この 3 枚のカードを[ cba ]と並べた

場合は，百の位が a，十の位がb，一の位が cの 3 けたの整数を表すものとする。 

 いま，[ cba ]，[ acb ]，[ bac ]の 3 けたの整数を 3 個つくる。この 3 個の整数の和が

1221 になるとき， cba  の値を求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

[ cba ]＝ cba 10100  

[ acb ]＝ acb 10100  

[ bac ]＝ bac 10100  

 

[解答]11 

 



 15 

[解説] 

百の位が a，十の位がb，一の位が cの 3 けたの整数を[ cba ]とすると， 

[ cba ]＝ cba 10100 となる。 

同様にして， 

[ acb ]＝ acb 10100  

[ bac ]＝ bac 10100  

よって，[ cba ]＋[ acb ]＋[ bac ] 

＝       1221101001010010100  bacacbcba  

  1221111,1221111111111  cbacba  

よって， 111111221  cba  
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【】連続する整数 

[文字を使って表す] 

[問題](前期中間)(*) 

 連続する 3 つの整数を，次の①，②のそれぞれの場合について書き表せ。 

① 一番小さい整数を nとするとき。 

② 真ん中の整数を nとするとき。 

[解答欄] 

① ② 

[ヒント] 

① 例えば，連続する 3 つの整数 7,6,5 は， 25,15,5  と表すことができる。 

② 真ん中の整数を基準にすると， 7,6,5 は 16,6,16  と表すことができる。 

 

[解答]① 2,1,  nnn  ② 1,,1  nnn  

[解説] 

例えば，連続する 3 つの整数 7,6,5 は， 25,15,5  と表すこと

ができる。一般的には，整数 nを使って， 2,1,  nnn と表すこ

とができる。 

真ん中の整数を基準にすると， 7,6,5 は 16,6,16  と表すこと

ができる。 

真ん中の整数を nとおくと， 1,,1  nnn と表すことができる。 

 

 

[文字式を使った説明] 

[問題](1 学期期末)(**) 

 連続する 3 つの整数の和は 3 の倍数になる。このわけを次のように説明した。文中の①，

②にあてはまる式を書け。 

(説明) 

連続する 3 つの整数は， nを整数として，それぞれ 

  n，( ① )， 2n  

と表されるから。 

  n＋(①)＋ 2n  

 ＝( ② ) 

 ＝3×( ③ ) 

(③)は整数なので，3×(③)は 3 の倍数になる。 

したがって，連続する 3 つの整数の和は 3 の倍数になる。 
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[解答欄] 

① ② ③ 

[ヒント] 

3 の倍数は， 43,33,23,13  ･･･のように3×(整数)と表すことができる。ある式が 3 の

倍数になることを説明するには，式を3×(整式)の形に変形すればよい。 

 

[解答]① 1n  ② 33 n  ③ 1n  

[解説] 

3 の倍数は， 43,33,23,13  ･･･のように3×(整数)と表すことができる。ある式が 3 の

倍数になることを説明するには，式を3×(整式)の形に変形すればよい。 

n＋ 1n ＋ 2n ＝ 33 n ＝  13  n  

1n は整数なので，  13  n は 3 の倍数になる。 

 

 

[問題](1 学期中間)(**) 

 連続する 3 つの整数の和は，3 の倍数になることを，文字を使って説明せよ。 

ただし，真ん中の整数を nとすること。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

連続する 3 つの整数を， 1,,1  nnn とおく。 

この連続する 3 つの整数の和が 3×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

連続する 3 つの整数を， 1,,1  nnn とおくと， 

(3 つの整数の和)＝     nnnnnnn 31111   

nは整数なので n3 は3の倍数となる。 

したがって，連続する 3 つの整数の和は，3 の倍数になる。 
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[問題](前期中間)(***) 

 連続する 4 つの整数の和が 2 の倍数になることを，文字を使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

連続する 4 つの整数を 3,2,1,  nnnn とおく。ただし， nは整数とする。 

この連続する 4 つの整数の和が 2×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

連続する 4 つの整数を 3,2,1,  nnnn とおく。ただし， nは整数とする。 

(4 つの整数の和)＝        32264321  nnnnnn  

32 n は整数なので，  322 n は 2 の倍数になる。 

したがって，連続する 4 つの整数の和は 2 の倍数になる。 

 

[問題](1 学期中間)(***) 

 連続する 5 つの整数の和は 5 の倍数になる。そのわけを説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

連続する 5 つの整数を 4,3,2,1,  nnnnn とおく。ただし， nは整数とする。 

この連続する 5 つの整数の和が 5×(整式) の形に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

連続する 5 つの整数を 4,3,2,1,  nnnnn とおく。ただし， nは整数とする。 

(5 つの整数の和)＝          251054321  nnnnnnn  

2n は整数なので，  25 n は 5 の倍数になる。 

したがって，連続する 5 つの整数の和は 5 の倍数になる。 
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[問題](前期中間)(***) 

連続する 6 つの整数の和は 3 の倍数になることを，文字を使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

連続する 6 つの整数を 5,4,3,2,1,  nnnnnn とおく。ただし， nは整数とする。 

この連続する 6 つの整数の和が 3×(整式) の形に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

連続する 6 つの整数を 5,4,3,2,1,  nnnnnn とおく。ただし， nは整数とする。 

(6 つの整数の和)＝            52315654321  nnnnnnnn  

52 n は整数なので，  523 n は 3 の倍数になる。 

したがって，連続する 6 つの整数の和は 3 の倍数になる。 

 

 

[問題](前期中間)(***) 

連続する 4 つの整数の和から 2 をひいた差は，4 の倍数になる。この理由を，文字を使っ

て次のように説明した。①～⑤にあてはまる式を答えよ。 

(説明) 

連続する 4 つの整数のうち，最も小さい整数を nとすると，連続する 4 つの整数は 

n，( ① )，( ② )，( ③ )と表せる。 

連続する 4 つの整数の和から 2 を引いた数は， 

n＋(①)＋(②)＋(③)－2＝( ④ )－2＝4( ⑤ ) 

(⑤)は整数だから，4(⑤)は 4 の倍数である。 

したがって，連続する 4 つの整数の和から 2 を引いた数は，4 の倍数になる。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ ⑤ 

[解答]① 1n  ② 2n  ③ 3n  ④ 64 n  ⑤ 1n  
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[問題](1 学期中間)(***) 

 3 つの続いた整数のうち，最大の数の 5 倍から他の 2 つの数を引いた数は，3 の倍数にな

る。このわけを，文字を使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

3 つの続いた整数を 2,1,  nnn とおく。ただし， nは整数とする。 

最大の数の 5 倍から他の 2 つの数を引いた数が 3×(整式)の形に変形できることを示せばよ

い。 

 

[解答] 

3 つの続いた整数を 2,1,  nnn とおく。ただし， nは整数とする。 

(最大の数の 5 倍から他の 2 つの数を引いた数)＝    125  nnn  

＝  33931105  nnnnn  

3n は整数なので，  33 n は 3 の倍数となる。 

したがって，最大の数の 5 倍から他の 2 つの数を引いた数は，3 の倍数になる。 

 

 

[問題](前期中間)(***) 

偶数からはじまる連続する 3 つ整数の和は 3 の倍数になる。このわけを，文字を使って説

明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

偶数からはじまる連続する 3 つ整数を 22,12,2  nnn とおく。ただし， nは整数とする。 

この連続する 3 つ整数の和が 3×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 
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[解答] 

偶数からはじまる連続する 3 つ整数を 22,12,2  nnn とおく。ただし， nは整数とする。 

(3 つ整数の和)＝  1233622122  nnnnn  

12 n は整数なので，  123 n は 3 の倍数となる。 

したがって，偶数からはじまる連続する 3 つ整数の和は 3 の倍数になる。 

 

 

[問題](1 学期中間)(***) 

3＋4＋5＋6＝18，6＋7＋8＋9＝30 のように，3 の倍数で始まる連続する 4 つの整数の和

は，6 の倍数になることを次のように説明した。①～⑤の中にあてはまる式やことばを答え

よ。 

(説明) 

3 の倍数で始まる連続する 4 つの整数は， n3 ， 13 n ，( ① )，( ② )と表される。 

その和は， 

n3 ＋ 13 n ＋(①)＋(②) 

＝( ③ )＋6 

＝6( ④ ) 

(④)は( ⑤ )だから，6(④)は 6 の倍数である。 

したがって，3 の倍数から始まる連続する 4 つの整数の和は，6 の倍数である。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ ⑤ 

[解答]① 23 n  ② 33 n  ③ n12  ④ 12 n  ⑤ 整数 
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【】連続する奇数(偶数)など 

[問題](1 学期期末)(***) 

 「5，7」のような連続する 2 つの奇数の和は 4 の倍数になることを，次のように説明した。

(  )に適する式を書け。 

(説明) 

nを整数とすると，連続する 2 つの奇数は小さい方から， 

12 n ，( ① )と表される。その和は， 

 12 n ＋(①)＝( ② )＝4( ③ ) 

(③)は整数だから，(②)は 4 の倍数になる。 

[解答欄] 

① ② ③ 

[ヒント] 

連続する奇数，例えば 7,5 は 25,5  と表すことができるので，小さい奇数を 12 n とすると，

その次の奇数は 32212  nn と表すことができる。 

 

[解答]① 32 n  ② 44 n  ③ 1n  

[解説] 

・連続する奇数，例えば 7,5 は 25,5  と表すことができるので，小さい奇数を 12 n とする

と，その次の奇数は 32212  nn と表すことができる。 

・4 の倍数は， 34,24,14  ･･･のように4×(整数)と表すことができる。ある式が 4 の倍数

になることを説明するには，式を 4×(整式)の形に変形すればよい。 

 

 

[問題](1 学期期末)(***) 

連続する 2 つの奇数の和は，必ず 4 の倍数になる。」ことを，文字を使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

連続する 2 つの奇数は， 32,12  nn とおくことができる。( nは整数) 

この連続する 2 つの奇数の和が 4×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 
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[解答] 

連続する 2 つの奇数は， 32,12  nn とおくことができる。( nは整数) 

(連続する 2 つの奇数の和)＝      14443212  nnnn  

1n は整数なので，  14 n は4の倍数になる。 

したがって，連続する 2 つの奇数の和は，必ず 4 の倍数になる。 

 

 

[問題](前期期末)(***) 

連続する 3 つの奇数の和は 3 の倍数になることを，文字を利用して説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

連続する 3 つの奇数は， 52,32,12  nnn とおくことができる。( nは整数) 

この連続する 3 つの奇数の和が 3×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

連続する 3 つの奇数は， 52,32,12  nnn とおくことができる。( nは整数) 

(連続する 3 つの奇数の和)＝      523212  nnn ＝ 96 n ＝  323 n  

32 n は整数なので，  323 n は 3 の倍数になる。 

したがって，連続する 3 つの奇数の和は 3 の倍数になる。 

 

[問題](1 学期中間)(***) 

連続する 3 つの偶数の和は 6 の倍数になる。そのわけを，文字を使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

連続する 3 つの偶数は 42,22,2  nnn とおくことができる。( nは整数) 

この連続する 3 つの偶数の和が 6×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 
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[解答] 

連続する 3 つの偶数は 42,22,2  nnn とおくことができる。( nは整数) 

(連続する 3 つの偶数の和)＝      166642222  nnnnn  

1n は整数なので，  16 n は 6 の倍数になる。 

したがって，連続する 3 つの偶数の和は 6 の倍数になる。 

 

 

[問題](前期中間)(***) 

連続する 3 つの奇数の和は，真ん中の奇数の 3 倍と等しくなることを，文字を使って説明

せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

連続する 3 つの奇数は， 52,32,12  nnn とおくことができる。( nは整数) 

 

[解答] 

連続する 3 つの奇数は， 52,32,12  nnn とおくことができる。( nは整数) 

(連続する 3 つの奇数の和)＝      523212  nnn ＝ 96 n  

(真ん中の奇数の 3 倍)＝   96332  nn  

よって，連続する 3 つの奇数の和は，真ん中の奇数の 3 倍と等しくなる。 

 

 

[問題](前期期末)(***) 

4，7，10，13 のように，3 ずつ増える連続した 4 つの整数の和は偶数であることを説明せ

よ。 

[解答欄] 
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[ヒント] 

3 ずつ増える連続した 4 つの整数は， 9,6,3,  nnnn とおくことができる。( nは整数) 

この 4 つの整数の和が 2×(整式)の形に変形できることを示せばよい。 

 

[解答] 

3 ずつ増える連続した 4 つの整数は， 9,6,3,  nnnn とおくことができる。( nは整数) 

(4 つの整数の和)＝  922184963  nnnnnn  

92 n は整数なので，  922 n は偶数になる。 

したがって，3 ずつ増える連続した 4 つの整数の和は偶数である。 
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【】カレンダーなど 

[問題](前期期末)(**) 

右のようなカレンダーがあり， で囲った，3 と 10 と

17 の和は 30 で，中央の数の 3 倍になっている。このように.

縦に並んだ 3 つの数の和はどこをとってもその中央の数の 3 倍

になるわけを，中央の数を n  ( nは自然数)として次のように説

明した。①～③に適する式を答えよ。 

(説明) 

中央の数を nとすると，縦に並んだ 3 つの数は順に，( ① )，n，( ② )と表される。こ

のとき，この 3 つの数の和は， 

(①)＋ n＋(②)＝( ③ ) 

したがって，縦に並んだ 3 つの数の和は中央の数の 3 倍になる。 

[解答欄] 

① ② ③ 

[ヒント] 

1 週間は 7 日なので，縦に並んだ数は，3→10→17 のように 7 ずつ増加する。 

 

[解答]① 7n  ② 7n  ③ n3  

[解説] 

次の図 2 は図 1 の で囲った部分を表している。真ん中の数が 10 なので，10 の左は

10－1＝9 で右は 10＋1＝11 である。また，10 の真上は 10 より 7 小さいので 10－7＝3 で，

真下は 10 より 7 大きいので 10＋7＝17 になる。 

同様にして，真ん中の数を nとすると図 3 のようになる。さらに，図 4 のように 7n の左側

は 817  nn ， 7n の右側は 617  nn になる。また， 7n の左側は 6n ， 

7n の右側は 8n になる。 
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[問題](1 学期期末)(***) 

右のカレンダーで縦に並んだ 3 つの数の和は，その真ん中の

数の 3 倍になる。このことが，どの縦の 3 数についてもいえる

ことを，文字を使って説明せよ。 

 

 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

1 週間は 7 日なので，カレンダーで縦に並んだ数は，7 ずつ増加する。したがって，中央の

整数を nとすると，縦に並んだ 3 つの数は順に， 7n ， n， 7n と表される。 

 

[解答] 

中央の整数を nとすると，縦に並んだ 3 つの数は順に， 7n ，

n， 7n と表される。 

このとき，この 3 つの数の和は， 

    nnnn 377   

したがって，縦に並んだ 3 つの数の和は中央の数の 3 倍になる。 

＊解答に図(表)をつける必要はないが，理解しやすいよう掲載している(以下，同様)。 

 

 

[問題](前期中間)(***) 

右の図の で囲まれた数，9，16，17 の和は 42 である。次の

①～⑤をうめよ。 

カレンダーで L 字に囲んだ 3 つの数の和は( ① )の倍数にな

る。 nを整数とする。左下の数を nとすると 3 つの数は，小さい

方から，( ② )， n，( ③ )と表すことができる。このとき 3

つの数の和は，(②)＋ n＋(③)＝( ④ ) ( ⑤ )は整数なので，

L 字に囲んだ 3 つの数の和は(①)の倍数になる。 
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[解答欄] 

① ② ③ 

④ ⑤ 

[ヒント] 

 

[解答]① 3 ② 7n  ③ 1n  ④  23 n  ⑤ 2n  

[解説] 

右図のように，3 つの数は， 1,,7  nnn と表すことができ

る。    17  nnn ＝ 63 n ＝  23 n で， 

2n は整数なので  23 n は 3 の倍数になる。 

 

 

[問題](前期中間)(***) 

右の図のように，1 から順に自然数を並べた表がある。この

表で で囲まれた 5 つの数の和は，いつも 5 の倍数になる

ことを次のように説明した。空欄にあてはまる文字や式を答え

よ。 

(説明) 

真ん中の数を nとすると， 

その上の数は 6n ，その下の数は( ① )， 

その左の数は( ② )，その右の数は 1n となる。よって 5 つの数の和は， 

( 6n )＋(①)＋(②)＋( 1n )＋ n＝( ③ ) 

( ④ )は整数なので，(③)は 5 の倍数である。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ 

[ヒント] 
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[解答]① 6n  ② 1n  ③ n5  ④ n  

[解説] 

 

(5 つの数の和)＝         nnnnnn 51166   

 

 

[問題](前期中間)(****) 

 右は，ある月のカレンダーである。図のように十字形に囲ん

だとき，5 つの数の和は，真ん中の数の 5 倍になる。このこと

を，真ん中の整数を nとして，説明せよ。 

 

 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

 

 

[解答] 

真ん中の数を nとすると，その右にある数は 1n ，左にある数

は 1n ，下にある数は 7n ，上にある数は 7n と表すことが

できる。したがって， 

(5 つの数の和)＝        7711  nnnnn ＝ n5  

したがって，5 つの数の和は，真ん中の数の 5 倍になる。 
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[問題](前期中間)(****) 

右の図のカレンダーにおいて，図のように斜めに並んだ 3 つの

数を取り出して加えると，いずれの場合も真ん中の数の 3 倍にな

る。これが成り立つわけを説明せよ。ただし，右上がりに並ぶ 3

つの数とする。 

 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

真ん中の整数を nとすると，その右上にある数は 6n ， 

左下にある数は 6n になる。 

[解答] 

真ん中の整数を nとすると，その右上にある数は 6n ， 

左下にある数は 6n になる。 

したがって， 

(3 つの数の和)＝    66  nnn ＝ n3  

したがって，3 つの数の和は真ん中の数の 3 倍になる。 

 

 

[問題](1 学期期末)(***) 

右の表は，200 以下のすべての自然数を順序よく

並べたものである。 

この表の中で， のように で， 

3 つの数を囲む。囲まれる 3 つの数のうち，もっと

も小さい数を nとして，この 3 つの数の和が 3 の倍

数になることを説明せよ。 
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[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

11＝10＋1 のように横の行は 1 ずつ増え，18＝10＋8 のように縦の列は 8 ずつ増えている。

したがって，もっとも小さい数を nとすると，右側の数は 1n ，下側の数は 8n と表すこと

ができる。 

 

[解答] 

もっとも小さい数を n (整数)とすると，右側の数は 1n ，下側の数は 8n と表すことができ

る。したがって， 

(3 つの数の和)＝      339381  nnnnn  

3n は整数なので，  33 n は 3 の倍数になる。 

よって，この 3 つの数の和は 3 の倍数になる。 

[解説] 

11＝10＋1 のように横の行は 1 ずつ増え，18＝10＋8 のように縦の列は 8 ずつ増えている。

したがって，もっとも小さい数を nとすると，右側の数は 1n ，下側の数は 8n と表すこと

ができる。 

 

 

[問題](1 学期中間)(***) 

右の表 1 のように，4 つの数 dcba ,,, が書かれた

表がある。 dcba ,,, はそれぞれ自然数であり，ある

規則が成り立っている。その規則に従うと，例えば， 

表 2 ができる。 dcba  は 4 の倍数になることを，文字式を使って説明せよ。 

[解答欄] 
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[ヒント] 

dcba ,,, は 2 ずつ増えているので， na  ( nは自然数)とおくと， 

2 nb ， 4 nc ， 6nd となる。 

 

[解答] 

dcba ,,, は 2 ずつ増えているので， na  ( nは自然数)とおくと， 

2 nb ， 4 nc ， 6nd となる。 

よって， dcba  ＝      642  nnnn ＝ 124 n ＝  34 n  

3n は整数なので，  34 n は 4 の倍数になる。 

したがって， dcba  は 4 の倍数になる。 

 

 

[問題](1 学期中間)(****) 

次の図は，自然数を 5 列に規則直しく並べたものである。このとき，後の各問いに答えよ。 

 

 1 列目 2 列目 3 列目 4 列

目 

5 列

目 1 段目   1   2   3   4   5 

2 段目   6   7   8   9  10 

3 段目  11  12  13  14  15 

4 段目  16  17  18  19  20 

 ･･･      

 

(1) 10 段目の 2 列の数を答えよ。 

(2) この数の並びの中で， のような位置関係にある 4 つの数の和は，4 の倍数になる

ことを，4 つの数の中で左上の数を nとして説明せよ。 

[解答欄] 

(1) 

(2) 

 

 

 

 

 

 [ヒント] 

(1) 2 列目の数は，2，7，12，17 と 5 ずつ増加しており， 

(1 段目)＝2＋5×0，(2 段目) ＝2＋5×1，(3 段目) ＝2＋5×2，･･･となる。 
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(2)(3) の位置関係にある 4 つの数の場合，8＝7＋1，12＝7＋5，13＝7＋5＋1 

の関係が成り立つ。左上の数を nとすると，右上の数は 1n ，左下の数は 5n  

右下の数は 6n と表すことができる。 

 

[解答](1) 47 (2) 4 の倍数 

(3) 左上の数を nとすると，右上の数は 1n ，左下の数は 5n ，右下の数は 6n と表すこ

とができる。 

(4 つの数の和)＝        34124651  nnnnnn  

3n は整数なので，  34 n は 4 の倍数になる。 

よって，4 つの数の和は 4 の倍数になる。 

[解説] 

(1) 2 列目の数は，2，7，12，17 と 5 ずつ増加しており， 

(1 段目)＝2＋5×0，(2 段目) ＝2＋5×1，(3 段目) ＝2＋5×2，･･･となる。 

したがって，(10 段目)＝2＋5×9＝47 となる。 

(2) の位置関係にある 4 つの数の場合，8＝7＋1，12＝7＋5，13＝7＋5＋1 

の関係が成り立つ。左上の数を nとすると，右上の数は 1n ，左下の数は 5n  

右下の数は 6n と表すことができる。 
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【】商と余り 

[問題](前期期末)(***) 

7 でわると 3 余る整数と，7 でわると 4 余る整数の和は，7 の倍数である。このわけを次

のように説明した。文中の①～⑤にあてはまる式を書け。 

(説明) 

nm, を整数とすると，7 でわると 3 余る数はm を使って( ① )，7 でわると 4 余る数は nを

使って( ② )と表すことができる。したがって，それらの和は， 

(①)＋(②)＝( ③ )＝( ④ ) 

( ⑤ )は整数になので，(④)は 7 の倍数である。したがって， 

7 でわると 3 余る整数と，7 でわると 4 余る整数の和は，7 の倍数である。 

[解答欄] 

① ② ③ 

④ ⑤ 

[ヒント] 

7 でわりきれる数は 7 の倍数なので m7 ( m は整数)と表すことができる。7 でわると 1 余る数

は 17 m ，2 余る数は 27 m ，3 余る数は 37 m ，4 余る数は 47 m と表すことができる。 

[解答]① 37 m  ② 47 n  ③ 777  nm  ④  17  nm  ⑤ 1nm  

[解説] 

7 でわりきれる数は 7 の倍数なので m7 ( m は整数)と表すことができる。7 でわると 1 余る数

は 17 m ，2 余る数は 27 m ，3 余る数は 37 m ，4 余る数は 47 m と表すことができる。 

この問題で，7 でわると 3 余る数を A とすると，A はm を使って A＝ 37 m と表すことがで

き，7 でわると 4 余る数を B とすると，B は nを使って B＝ 47 n と表すことができる。 

A＋B＝    4737  nm ＝ 777  nm ＝  17  nm  

1nm は整数なので，  17  nm は 7 の倍数になる。 

 

[問題](前期期末)(***) 

8 で割ったとき 3 余る整数と，8 で割ったとき 5 余る整数の和は，8 の倍数である。この

ことを説明せよ。 

[解答欄] 
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[ヒント] 

nm, を整数とすると，8 で割ったとき 3 余る整数は 38 m ，8 で割ったとき 5 余る整数は

58 n と表すことができる。 

 

[解答] 

nm, を整数とすると，8 で割ったとき 3 余る整数は 38 m ，8 で割ったとき 5 余る整数は

58 n と表すことができる。したがって，それらの和は， 

   5838  nm ＝ 888  nm ＝  18  nm  

1nm は整数なので，  18  nm は 8 の倍数になる。 

したがって，8 で割ったとき 3 余る整数と，8 で割ったとき 5 余る整数の和は，8 の倍数で

ある。 

 

 

[問題](前期中間)(***) 

5 でわると 3 余る数と，5 でわると 4 余る数の和は，5 でわると 2 余る。このことを式を

使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

nm, を整数とすると，5 でわると 3 余る数は 35 m ，5 でわると 4 余る数は 45 n と表すこ

とができる。この 2 つの数の和を 5 でわると 2 余ることを示すためには，5×(整式)＋2 の形

に変形すればよい。 

 

[解答] 

nm, を整数とすると，5 でわると 3 余る数は 35 m ，5 でわると 4 余る数は 45 n と表すこ

とができる。したがって，それらの和は， 

   4535  nm ＝ 755  nm ＝ 2555  nm ＝   215  nm  

1nm は整数なので，   215  nm は 5 でわると 2 余る数である。したがって， 

5 でわると 3 余る数と，5 でわると 4 余る数の和は，5 でわると 2 余る。 
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[問題](1 学期中間)(***) 

7 でわって 3 余る数と，7 でわって 6 余る数の和は，7 でわると 2 余る。このことを式を

使って説明せよ。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

nm, を整数とすると，7 でわって 3 余る数は 37 m ，7 でわって 6 余る数は 67 n と表すこ

とができる。この 2 つの数の和を 7 でわると 2 余ることを示すためには，7×(整式)＋2 の形

に変形すればよい。 

 

[解答] 

nm, を整数とすると，7 でわって 3 余る数は 37 m ，7 でわって 6 余る数は 67 n と表すこ

とができる。したがって，それらの和は， 

   6737  nm ＝ 977  nm ＝ 2777  nm ＝   217  nm  

1nm は整数なので，   217  nm は 7 でわると 2 余る数である。したがって， 

7 でわって 3 余る数と，7 でわって 6 余る数の和は，7 でわると 2 余る。 

 

 

[問題](1 学期中間)(***) 

連続する 3 つの奇数の和は，6 で割ると 3 余ることを次のように説明した。(   )にあ

てはまる式を入れよ。 

 連続する 3 つの奇数のうち，真ん中の数を，整数 nを使って 12 n とする。 

 このとき，他の 2 つの奇数は，( ア )， 32 n と表される。この 3 つの数の和は 

 ( ア )    3212  nn ＝( イ ) 

 よって，連続する 3 つの奇数の和は，6 で割ると 3 余る。 

[解答欄] 

ア イ 

[ヒント] 

真ん中の奇数を 12 n とおくと，連続する 3 つの奇数は， 12212  nn ， 12 n ，

32212  nn とおくことができる。 
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[解答]ア 12 n  イ 36 n  

[解説] 

・ nを整数とすると偶数は n2 ，奇数は 12 n と表すことができる。 

連続する奇数，例えば 9,7,5 は真ん中の数7を基準にすると， 27,7,27  と表すことが

できる。真ん中の奇数を 12 n とおくと，連続する 3 つの奇数は， 12212  nn ， 12 n ，

32212  nn とおくことができる。 

・6でわると3余る数は 3169  ， 32615  ， 33621  ･･･であるから， 

6×(整数)＋3の形で表すことができる。 

(連続する 3 つの奇数の和)＝       36321212  nnnn で，nは整数なので6で割る

と3余ることがわかる。 

 

 

[問題](1 学期期末)(****) 

2 つの自然数 A，B がある。A を 2 でわると，商がm で余りが 1 である。B を 3 でわると，

商が nで余りがm である。このとき，次の各問いに答えよ。 

(1) A をm を使って表せ。 

(2) B を nm, を使って表せ。 

(3) A＋B を 3 でわったときの商と余りを求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) (3)商： 

余り： 

[ヒント] 

「Aを2でわると，商がm で余りが1である」を式で表すと， 12 ･･･mA  なので， 12  mA

が成り立つ。「B を 3 でわると，商が nで余りがm である」を式で表すと， mnB ･･･3 な

ので， mnB  3 が成り立つ。 

[解答](1) 12  mA  (2) mnB  3  (3)商： mn   余り：1 

[解説] 

(1)(2) 例えば 23を5でわったときの商は 4で余りは3であるが，これを式で表すと， 

4523  ･･･3 この場合， 34523  の関係が成り立つ。このことから， 

(割られる数)÷(割る数)＝(商)･･･(余り) なら，(割られる数)＝(割る数)×(商)＋(余り) 

が成り立つことがわかる。 

「Aを2でわると，商がm で余りが1である」を式で表すと， 12 ･･･mA  なので， 12  mA

が成り立つ。 

「B を 3 でわると，商が n で余りが m である」を式で表すと， mnB ･･･3 なので，

mnB  3 が成り立つ。 
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(3) A＋B＝       13133312  mnmnmnm  

(割られる数)＝(割る数)×(商)＋(余り)なので， 

A＋B を 3 でわると，商は mn  ，余りは 1 となる。 

 

 

[問題](1 学期中間)(****) 

 2 つの自然数 ba, がある。aを 5 で割ると商がm で余りが 3 である。bを 5 で割ると商が n

で余りが 4 である。 ba を 5 で割ったときの商と余りを求めよ。 

[解答欄] 

商： 余り： 

[ヒント] 

「 aを 5 で割ると商がm で余りが 3 である」を式で表すと， ma 5 ･･･3なので， 

35  ma  が成り立つ。 

「bを 5 で割ると商が nで余りが 4 である」を式で表すと， nb 5 ･･･4なので， 

45  nb  が成り立つ。 

 

[解答]商： 1nm  余り： 2  

[解説] 

「 aを 5 で割ると商がm で余りが 3 である」を式で表すと， ma 5 ･･･3なので， 

35  ma ･･･① が成り立つ。 

「bを 5 で割ると商が nで余りが 4 である」を式で表すと， nb 5 ･･･4なので， 

45  nb ･･･② が成り立つ。 

①，②より， 

7554535  nmnmba  

この式をさらに，   2152555  nmnmba  と変形する。 

この式から， ba を 5 で割ったときの商は 1 nm ，余りは 2になることがわかる。 
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【】等式の変形 

[問題](1 学期期末)(*) 

 次の等式を xについて解け。 

(1) 5 yx     (2) 53  yx  

(3) 42  yx  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 5 yx ， yを右辺に移項して， 5 yx  

[解答](1) 5 yx  (2) 
3

5


y
x  (3) 

2

4


y
x  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 5 yx ， yを右辺に移項して， 5 yx  

(2) 53  yx ， y を右辺に移項して 53  yx ，両辺を3で割ると，
3

5


y
x  

(3) 42  yx ， yを右辺に移項して 42  yx ，両辺を 2 でわると， 

2

4






y
x ，分母と分子に 1 をかけて，

2

4


y
x  

 

 

[問題](1 学期中間)(*) 

 次の等式を [   ]の中の文字について解け。 

(1) ][82 xyx     (2) ][82 yyx   

(3) ][
2

x
yx

a


  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(2) 82  yx ， xを右辺に移項して 82  xy ，両辺を 2 でわると， 

2

8






x
y ，分母と分子に 1 をかけて，

2

8


x
y  
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[解答](1) 82  yx  (2) 
2

8


x
y  (3) yax  2  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 82  yx ， y2 を右辺に移項して 82  yx  

(2) 82  yx ， xを右辺に移項して 82  xy ，両辺を 2 でわると， 

2

8






x
y ，分母と分子に 1 をかけて，

2

8


x
y  

(3) 
2

yx
a


 ，右辺と左辺を入れかえて a

yx




2
，両辺を2倍して ayx 2 ， 

yを右辺に移行して， yax  2  

 

 

[問題](2 学期中間)(*) 

 次の等式を[  ]内の文字について解け。 

(1) ][43 bcba     (2) ][
2

y
yx

m


  

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) cba  43 ， a3 を右辺に移項して cab  34 ，両辺を 4でわると， b ～ 

[解答](1) 
4

3 ca
b


  (2) mxy 2  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) cba  43 ， a3 を右辺に移項して cab  34 ，両辺を 4でわると，
4

3 ca
b


  

(2) 
2

yx
m


 ，両辺を入れかえて m

yx




2
，両辺に 2をかけると myx 2 ， 

xを右辺に移項して mxy 2 ，両辺に 1 をかけると， mxy 2  
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[問題](1 学期期末)(*) 

 次の式を[ ]の中の文字について解け。 

(1) ][315 xxy     (2) ][
2

a
ba

S


  

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(2) 
2

ba
S


 の両辺を入れかえて， S

ba




2
 両辺を2倍すると， Sba 2  

bを右辺に移項すると， a ～ 

[解答](1) 5
3


y
x  (2) bSa  2  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) xy 315 の両辺を入れかえて， yx  315  

15を右辺に移項すると， 153  yx  両辺を 3 で割ると，    315  yx  

よって， 5
3


y
x  

(2) 
2

ba
S


 の両辺を入れかえて， S

ba




2
 両辺を2倍すると， Sba 2  

bを右辺に移項すると， bSa  2  

 

 

[問題](1 学期中間)(*) 

 次の等式を[  ]内の文字について解け。 

(1) ][63 yyx     (2)   ][
2

1
hhbaS   

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 63  yx ， xを右辺に移項して 63  xy ，両辺を3でわると y ～ 
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[解答](1) 
3

6


x
y  (2) 

ba

S
h




2
 

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 63  yx ， xを右辺に移項して 63  xy ，両辺を3でわると
3

6


x
y  

(2)  hbaS 
2

1
，両辺を入れ替えると   Shba 

2

1
，両辺に2をかけると 

  Shba 2 ，両辺を ba でわると
ba

S
h




2
 

 

 

[問題](1 学期期末)(*) 

 次の等式を[  ]の中の文字について解け。 

(1) ][634 yyx     (2)   ][35 acba   

(3) ][
2

x
xy

S   

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 634  yx ， x4 を右辺に移項すると 643  xy ，両辺を3でわると y ～ 

[解答](1) 
3

64 


x
y  (2) 

5
3

c
ba   (3) 

y

S
x

2
  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 634  yx ， x4 を右辺に移項すると 643  xy ，両辺を3でわると
3

64 


x
y  

(2)   cba  35 ，両辺を5でわると
5

3
c

ba  ， b3 を右辺に移項すると
5

3
c

ba   

(3) 
2

xy
S  ，両辺を入れ替えて S

xy


2
，両辺に 2をかけると Sxy 2 ，両辺を y でわると

y

S
x

2
  
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[問題](1 学期中間)(**) 

 次の等式を[  ]内の文字について解け。 

(1) ][105 xyx     (2)   ][2 abal   

(3) ][
3

1 2 hhaV   

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 
5

10


y
x  (2) b

l
a 

2
 (3) 

2

3

a

V
h   

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 105  yx ， yを右辺に移項すると 105  yx ，両辺を5でわると
5

10


y
x  

(2)  bal  2 ，両辺を入れ替えて   lba 2 ，両辺を 2でわると
2

l
ba  ，bを右辺に移

項すると b
l

a 
2

 

(3) haV 2

3

1
 ，両辺を入れ替えて Vha 2

3

1
，両辺に3をかけると Vha 32  ， 

両辺を 2a でわると
2

3

a

V
h   

 

 

[問題](1 学期中間)(**) 

 次の等式を[  ]の中の文字について解け。 

(1) ][534 xyx     (2) ][0132 yyx   

(3) ][
3

1 2 hhaV     (4) ][
3

1
x

x
y


  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) 
4

53 


y
x  (2) 

3

12 


x
y  (3) 

2

3

a

V
h   (4) 13  yx  
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[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 534  yx ， y3 を右辺に移項して 534  yx ，両辺を4でわると
4

53 


y
x  

(2) 0132  yx ， 12 x を右辺に移項して 123  xy ，両辺を 3 でわると 

3

12






x
y ，右辺の分母と分子に 1 をかけると

3

12 


x
y  

(3) haV 2

3

1
 ，両辺を入れ替えて Vha 2

3

1
，両辺に3をかけると Vha 32  ， 

両辺を 2a でわると
2

3

a

V
h   

(4) 
3

1


x
y ，両辺を入れ替えて y

x




3

1
，両辺に3をかけると yx 31 ， 

1を右辺に移項すると 13  yx  

 

 

[問題](1 学期中間)(**) 

 次の等式を[  ]の中の文字について解け。 

(1) ][654 xyx     (2)   ][23 acba   

(3) ][
2

r
lr

S   

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 
4

65 


y
x  (2) b

c
a 2

3
  (3) 

l

S
r

2
  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) 654  yx ， y5 を右辺に移項して 654  yx ，両辺を4でわると
4

65 


y
x  

(2)   cba  23 ，両辺を3でわると
3

2
c

ba  ， b2 を右辺に移項して b
c

a 2
3
  

(3) 
2

lr
S  ，両辺を入れ替えて S

lr


2
，両辺に 2をかけて Slr 2 ，両辺を lでわると

l

S
r

2
  
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[問題](1 学期中間)(**) 

 次の式を[  ]の中の文字について解け。 

(1) ][3 xyx      (2) ][1232 yyx   

(3) ][
2

1
hahS     (4) ][2 hhrS   

(5)   ][
2

1
ahbaS     (6) ][

3

2
b

ba
c


  

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) (5) (6) 

[解答](1) 
3

y
x   (2) 

3

122 


x
y  (3) 

a

S
h

2
  (4) 

2r

S
h


  (5) b

h

S
a 

2
 

(6) acb 23   

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) yx 3 ，両辺を3でわると
3

y
x   

(2) 1232  yx ， x2 を右辺に移項して 1223  xy ，両辺を3でわると
3

122 


x
y  

(3) ahS
2

1
 ，両辺を入れ替えて Sah 

2

1
，両辺に 2をかけて Sah 2 ， 

両辺を aでわると
a

S
h

2
  

(4) hrS 2 ，両辺を入れ替えて Shr 2 ，両辺を 2r でわると
2r

S
h


  

(5)  hbaS 
2

1
，両辺を入れ替えて   Shba 

2

1
，両辺に 2をかけると   Shba 2 ， 

両辺を hでわると
h

S
ba

2
 ，bを右辺に移項すると b

h

S
a 

2
 

(6) 
3

2 ba
c


 ，両辺を入れ替えて c

ba




3

2
， cba 32  ， acb 23   
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[問題](1 学期中間)(**) 

 次の等式を[  ]内の文字について解け。 

(1) ][bcba     (2) ][
3

1 2 hhrV   

(3) 
 

][
2

a
hba

S


    (4)   ][2 abcabS   

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) cab   (2) 
2

3

r

V
h


  (3) b

h

S
a 

2
 (4) c

b

S
a 

2
 

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) cba  ， aを右辺に移項して cab  ，両辺に 1 をかけると cab   

(2) hrV 2

3

1
 ，両辺を入れ替えて Vhr 2

3

1
 ，両辺に3をかけると Vhr 32  ， 

両辺を 2r でわると
2

3

r

V
h


  

(3) 
 

2

hba
S


 ，両辺を入れ替えて

 
S

hba




2
，両辺に2をかけると   Shba 2 ， 

両辺を hでわると
h

S
ba

2
 ，bを右辺に移項して b

h

S
a 

2
 

(4)  bcabS  2 ，両辺を入れ替えて   Sbcab 2 ，両辺を2でわると
2

S
bcab  ， 

bcを右辺へ移項して bc
S

ab 
2

，両辺に
b

1
をかけると

b
bc

S

b
ab

1

2

1








 ， 

b
bc

b

S
a

11

2
 ， c

b

S
a 

2
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[問題](1 学期中間)(**) 

 次の等式を[  ]の中の文字について解け。 

(1) ][2 aayx     (2) ][
2

x
x

y   

(3)   ][
2

bba
h

S     (4)   ][4:2:3 xyx   

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[ヒント] 

(4) 比 dcba ::  において，外項の積( da )は内項の積( cb )に等しく， bcad  が成り

立つ。   4:2:3 yx  で，   yxyx 2124,243   

12 を右辺に移項すると， 1224  yx  

両辺を で割ると， x ～ 

[解答](1) 
2

yx
a


  (2) 

y
x

2
  (3) a

h

S
b 

2
 (4) 3

2


y
x  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 

(1) ayx 2 の右辺と左辺を入れ替えて， yxa 2  

両辺を で割ると，
2

yx
a


  

(2) 
x

y
2

 の両辺に xをかけると， 2xy  両辺を yで割ると， yyxy  2 ，
y

x
2

  

(3)  ba
h

S 
2

の右辺と左辺を入れ替えて，   Sba
h


2

 

両辺を
2

h
で割ると，  

h

S
ba

h
Sba

h
S

h
ba

h 2
,

2
,

222
  

aを右辺へ移項すると， a
h

S
b 

2
 

(4) 比 dcba ::  において，外項の積( da )は内項の積( cb )に等しく， bcad  が成り

立つ。   4:2:3 yx  で，   yxyx 2124,243   

12 を右辺に移項すると， 1224  yx  

両辺を で割ると，   3
2

,41242,4122 
y

xyxyx  
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【】文字式の図形への利用 

[問題](1 学期中間)(**) 

 次の図で，影を付けた部分の面積を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

(影の部分の面積)＝(長方形 ABCD の面積)－(①の面積) －(②の面積) －(③の面積) 

 

 

[解答]
229a cm2 

[解説] 

(長方形 ABCD の面積)＝ 272126 aaa  (cm2) 

(三角形①の面積)＝ 21045
2

1
aaa  (cm2) 

BQ＝ aaa 246  (cm)なので， 

(三角形②の面積)＝ 212212
2

1
aaa  (cm2) 

PD＝ aaa 7512  (cm)なので，(三角形③の面積)＝ 22167
2

1
aaa  (cm2) 

(影の部分の面積)＝(長方形 ABCD の面積)－(①の面積) －(②の面積) －(③の面積) 

＝ 22222 2921121072 aaaaa  (cm2) 
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[問題](1 学期中間)(**) 

右の図の長方形 ABCD は，横の長さが cma10 ， 

縦の長さが cmb6 である。E は BC の中点， 

F は CD を 2：3 に分けた点である。△AEF の 

面積を求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

(△AEF の面積)＝(長方形 ABCD)－{(△ABE)＋(△ADF)＋(△CEF)} 

 

 

[解答] ab21  cm2 

[解説] 

F は CD を 2：3 に分けた点であるので， 

DF＝ )(6
5

3
10 cmaa   

CF＝ )(4
5

2
10 cmaa   

また，E は BC の中点なので，CE＝BE＝ b3 (cm) 

(長方形 ABCD の面積)＝ abab 60106  (cm2) 

(△ABE の面積)＝ abba 15310
2

1
 (cm2) 

(△ADF の面積)＝ abba 1866
2

1
 (cm2) 

(△CEF の面積)＝ abba 634
2

1
 (cm2) 

(△AEF の面積)＝(長方形 ABCD)－{(△ABE)＋(△ADF)＋(△CEF)} 

        ＝   ababababab 216181560  (cm2) 
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[問題](1 学期期末)(**) 

 直径が ba 2,2 の半円を右の図のように組み 

合わせた図形で，2 つの半円に囲まれた部分の 

面積を S を ba, を使って表せ。 

[解答欄] 

 

[解答]
22

22 ba
S


  

[解説] 

22
22

22
22 ba

baS


   

 

[問題](1 学期中間)(**) 

 底辺が a cm，高さが h cm の三角形の面積を S cm2 とする。

このとき次の各問いに答えよ。 

(1) 面積を求める式をつくれ。 

(2) (1)の式を aについて解け。 

(3) (2)の式を使って，高さ 5cm，面積 20cm2 の三角形の底辺

の長さを求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

(1) (三角形の面積)＝
2

1
×(底辺)×(高さ) なので， haS 

2

1
 

[解答](1) 
2

ah
S   (2) 

h

S
a

2
  (3) cm8  

[解説] 

(1) (三角形の面積)＝
2

1
×(底辺)×(高さ) なので， haS 

2

1
，

2

ah
S   

(2) aを xのように考え，方程式を解く要領で， a＝～の形に変形していく。 

2

ah
S  ，両辺を入れかえて S

ah


2
，両辺に 2をかけると Sah 2 ，両辺を hでわると

h

S
a

2
  

(3) 
h

S
a

2
 に 20,5  Sh を代入すると， 8

5

202



a  よって底辺は8 cm 
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[問題](1 学期期末)(**) 

 右の図の長方形で，中にある台形の部分の面積を S

としたとき，次の各問いに答えよ。 

(1) S を yx, を用いて表せ。 

(2) ①でつくった式を yについて解け。 

(3) 2,15  xS のとき， yの値を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

(1) (台形の面積)＝
2

1
×{(上底)＋(下底)}×(高さ)＝   4

2

1
 xy  

 

[解答](1)  yxS  2  (2) 
2

2xS
y


  (3) 

2

11
y  

[解説] 

(1) (台形の面積)＝
2

1
×{(上底)＋(下底)}×(高さ) 

  図より，(上底)＝ y，(下底)＝ x ，(高さ)＝ 4  

ゆえに，    yxxyS  24
2

1
 

(2) yを xのように考え，方程式を解く要領で， y＝～の形に変形していく。 

 yxS  2 ，両辺を入れかえて   Syx 2 ， Syx  22 ， x2 を右辺に移項して

xSy 22  ，両辺を 2で割ると
2

2xS
y


  

(3) 
2

2xS
y


 に 2,15  xS を代入すると，

2

11

2

2215



y  

 

 

[問題](1 学期期末)(**) 

 底辺 a cm，高さ b3 cm の三角形がある。この三角形の底辺を 3 倍に，高さを半分にした三

角形の面積は，もとの三角形の面積の何倍になるか。 

[解答欄] 
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[ヒント] 

(もとの三角形の面積)＝ ba 3
2

1
 (cm2)，(変形した三角形)＝

2

3
3

2

1 b
a (cm2) 

 

[解答]
2

3
倍 

[解説] 

(もとの三角形の面積)＝ abba
2

3
3

2

1
 (cm2) 

(変形した三角形)＝ ab
b

a
4

9

2

3
3

2

1
 (cm2) 

2

3

3

2

4

9

2

3

4

9

2

3

4

9


ab

ababab
abab (倍) 

 

 

[問題](1 学期中間)(**) 

 半径が r ，中心角が a°のおうぎ形 AOB と，半径が r4 ，中心角が a
2

1
°のおうぎ形 CO’Q

がある。おうぎ形 CO’Q の面積はおうぎ形 AOB の面積の何倍になるか。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

(おうぎ形 AOB の面積)＝
360

2 a
r   

(おうぎ形 CO’Q の面積)＝  
360

1

2

1
16

360

2

1

4 22
 ar

a
r   

 

[解答]8倍 

[解説] 

(おうぎ形の面積)＝ ×(半径)2×
360

)(中心角
 

(おうぎ形 AOB の面積)＝
360360

2
2 ara

r


   
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(おうぎ形 CO’Q の面積)＝  
45360

1

2

1
16

360

2

1

4
2

22 ar
ar

a

r


   

(おうぎ形 CO’Q の面積)÷(おうぎ形 AOB の面積)＝
ar

ararar
2

222 360

4536045 


  

                      ＝ 8
45

360
 倍 

 

 

[問題](前期中間)(**) 

底面の半径が r ，高さが hの円錐がある。

この円錐の底面の半径を 3 倍，高さを
3

1
倍に

したときの体積はもとの円錐の体積の何倍に

なるか求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

(底面の半径が r ，高さが hの円錐の体積)＝
3

1
×(底面積)×(高さ)＝ hr 2

3

1
  

(底面の半径が r3 ，高さが h
3

1
の円錐の体積)＝   hr

3

1
3

3

1 2
  

 

[解答]3 倍 

[解説] 

(底面の半径が r ，高さが hの円錐の体積)＝
3

1
×(底面積)×(高さ)＝ hr 2

3

1
  

(底面の半径が r3 ，高さが h
3

1
の円錐の体積)＝   hr

3

1
3

3

1 2
 ＝ hr

3

1
9

3

1 2   

＝ hr2  

hr2 ÷ hr 2

3

1
 ＝3 よって，底面の半径を 3 倍，高さを

3

1
倍にしたときの体積はもとの円錐

の体積の 3 倍になる。 
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[問題](1 学期中間)(**) 

右の図において，円柱 A と円すい B は高さが等しく，A の底面の

半径は B の底面の半径の 2 倍である。A の体積は B の体積の何倍に

なるか。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

円錐 B の底面の半径を r ，高さを hとすると， 

(円錐 B の体積)＝
3

1
×(底面積)×(高さ)＝ hr 2

3

1
  

円柱 A の底面の半径は r の 2 倍なので r2 ，高さは hである。 

(円柱 A の体積)＝(底面積)×(高さ)＝   hr
2

2  

 

[解答]12 倍 

[解説] 

円錐 B の底面の半径を r ，高さを hとすると， 

(円錐 B の体積)＝
3

1
×(底面積)×(高さ)＝ hr 2

3

1
  

円柱 A の底面の半径は r の 2 倍なので r2 ，高さは hである。 

(円柱 A の体積)＝(底面積)×(高さ)＝   hrhr 22
42    

よって，(円柱 A の体積)÷(円錐 B の体積)＝ 12
3

1
4

3

1
4 22  hrhr   

したがって，A の体積は B の体積の 12 倍になる。 

 

[問題](前期期末)(**) 

半径 r m の円形の池のまわりから 2m はなして，さくを 

作った。 

(1) さくの全長は何 m か。 

(2) さくの全長は，池のまわりの長さとどれだけ差があるか。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1)  42 r (m) (2) 4 m 

[解説] 

(1) さくの半径は 2r (m)なので，(さくの円周)＝    4222  rr (ｍ)である。 

(2) (さくの円周)－(池の円周)＝  4242  rr (m) 
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【FdData 中間期末製品版のご案内】 

詳細は，[FdData 中間期末ホームページ]に掲載 ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ)  
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いように設定しております。製品版の FdData 中間期末は Windows パソコン用のマイクロ

ソフト Word(Office)の文書ファイルで，印刷・編集を自由に行うことができます。 

◆FdData 中間期末の特徴 
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しており，どなたでも自由に閲覧できます。問題を「目で解く」だけでもある程度の効果を

あげることができます。しかし，FdData 中間期末がその本来の力を発揮するのは印刷がで

きる製品版においてです。印刷した問題を，鉛筆を使って一問一問解き進むことで，大きな

学習効果を得ることができます。さらに，製品版は，すぐ印刷して使える「問題解答分離形

式」，編集に適した「問題解答一体形式」，暗記分野で効果を発揮する「一問一答形式」(理科

と社会)の 3 形式を含んでいますので，目的に応じて活用することができます。 

※FdData 中間期末の特徴(QandA 方式) ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 

◆FdData 中間期末製品版(Word 版)の価格(消費税込み) 

※以下のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 
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(Mac の場合はお電話でお問い合わせください)。 
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